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和 歌 山 県 農 作 物 病 害 虫 防 除 所   

＜予報の概要＞  

作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  

ト マ ト ・ ミ

ニ ト マ ト  

黄 化 葉 巻 病  

 

並  

 

野 菜 ・ 花  

き 全 般  

 

ハ ス モ ン ヨ ト ウ  

オ オ タ バ コ ガ  

 

や や 多  

や や 少  

 エ ン ド ウ  

 

褐 斑 病 、 褐 紋 病  

う ど ん こ 病  

つ る 枯 細 菌 病  

並  

並  

並  

カ ン キ ツ  果 実 腐 敗 病  

ミ カ ン ハ ダ ニ  

並  

並  

ア ブ ラ ナ

科 野 菜  

コ ナ ガ  

 

並  

 

カ キ  

 

 

 

 

炭 疽 病  

う ど ん こ 病  

円 星 落 葉 病  

角 斑 落 葉 病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

や や 多  

並  

並  

や や 多  

や や 少  

野 菜 ・ 花  

き 全 般  

 

 

 

ア ブ ラ ム シ 類  

ハ ダ ニ 類  
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

並  

並  

並  

並  

並  

果 樹 全 般  

 

カ メ ム シ 類  

 

や や 少  

 

 

気象予報  

 近 畿 地 方  １ か 月 予 報 （ 09/25～ 10/24）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ）  
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低い（少ない） 平年並 高い（多い）

　近畿日本海側では期間の前半は気温がかなり高くなる可能性があります。

天候 　天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多いでしょう。

気温 　平均気温は、高い確率70％です。

降水量 　降水量は、平年並または少ない確率ともに40％です。

日照時間 　日照時間は、平年並または多い確率ともに40％です。

　2021年09月23日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 　１週目は、高い確率80％です。

気温 　２週目は、高い確率70％です。

向こう１か月
09/25～10/24

１週目
09/25～10/01

２週目
10/02～10/08

気温 　３～４週目は、高い確率50％です。
３～４週目

10/09～10/22



Ⅰ．野菜・花き  

 

＜トマト、ミニトマト＞ 

 １ ． 黄 化 葉 巻 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 施 設 栽 培 ミ ニ ト マ ト に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平

年 ： 発 生 ほ 場 率 ９ ％ 、 発 病 株 率 0.4％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  定 期 的 な 薬 剤 散 布 に よ り 本 ぽ 初 期 の タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 防 除 を 徹 底 す る 。  

    ②  発 病 株 は 伝 染 源 と な る た め 、 見 つ け 次 第 抜 き 取 り 、 直 ち に 土 中 に 埋 め る

か 、 ビ ニ ル 袋 に 密 封 し て 完 全 に 枯 死 さ せ て か ら 処 分 す る 。  

    ③  台 風 通 過 後 は 、 施 設 の 外 張 り フ ィ ル ム お よ び 防 虫 ネ ッ ト の 保 守 点 検 を 必

ず 行 う 。  

 

＜エンドウ＞  

 １ ． 褐 斑 病 、 褐 紋 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年

     ０ ％ ） で あ っ た 。  

    ②  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  多 湿 ほ 場 で 発 生 し や す い の で 、 排 水 を 良 く す る 。  

    ②  種 子 伝 染 す る の で 、 発 生 ほ 場 で は 採 種 し な い 。  

  

 ２ ． う ど ん こ 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年

     ０ ％ ） で あ っ た 。  

    ②  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  開 花 期 ご ろ か ら 発 生 す る 。 発 生 初 期 よ り 防 除 を 行 う 。  

    ②  乾 燥 条 件 が 続 く と 発 生 が 多 く な る 。  

 

 ３ ． つ る 枯 細 菌 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年

     ０ ％ ） で あ っ た 。  

    ②  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  本 病 は 、 褐 斑 病 、 褐 紋 病 と 葉 の 病 斑 が 似 て い る の で 注 意 す る 。 褐 斑 病 、

褐 紋 病 が 日 光 に 透 か し て も 不 透 明 で あ る の に 対 し 、 本 病 は 光 が 透 け て 見 え

る こ と で 区 別 で き る 。  

    ②  防 風 ネ ッ ト の 発 病 抑 制 効 果 は 高 い 。  

    ③  種 子 伝 染 す る の で 、 発 生 ほ 場 で は 採 種 し な い 。  

 



＜アブラナ科野菜＞  

 １ ． コ ナ ガ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 ０ 頭 （ 平

年 ０ 頭 ） 、 和 歌 山 市 ７ 頭 （ 平 年 14.8 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  

    ②  収 穫 後 の 作 物 残 さ が 発 生 源 に な り 、 周 辺 の ほ 場 に 成 虫 が 分 散 し て 発 生 が

多 く な る の で 、 収 穫 後 は 速 や か に 残 さ を す き 込 む 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 １ ． ア ブ ラ ム シ 類  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ９ 月 中 旬 の モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ の 発 生 ほ

場 率 は ０ ％ （ 平 年 ： 発 生 ほ 場 率 ９ ％ 、 生 息 葉 率 0.8％ ） 、 ワ タ ア ブ ラ ム シ

の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ： 発 生 ほ 場 率 23％ 、 生 息 葉 率 3.3％ ） で あ っ

た 。  

    ②  黄 色 水 盤 （ 紀 の 川 市 ） へ の ９ 月 １ ～ 20 日 の 飛 来 数 は 296 頭 （ 平 年 92.0

頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  シ ル バ ー マ ル チ は 有 翅 虫 の 飛 来 防 止 効 果 が あ る 。  

    ②  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。 ネ

オ ニ コ チ ノ イ ド 系 薬 剤 に 対 す る 感 受 性 が 低 下 し た ワ タ ア ブ ラ ム シ が 認 め ら

れ て い る の で 注 意 す る 。  

 

 ２ ． ハ ダ ニ 類  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ９ 月 中 旬 の カ ン ザ ワ ハ ダ ニ の 発 生 ほ 場 率

は 14％ （ 平 年 14％ ） 、 生 息 葉 率 は 0.6％ （ 平 年 3.0％ ） 、 ナ ミ ハ ダ ニ の 発

生 ほ 場 率 は 14％ （ 平 年 10％ ） 、 生 息 葉 率 は 4.6％ （ 平 年 1.3％ ） で あ っ

た 。  

    ②  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の ハ ダ ニ 類 の 発 生 ほ 場 率 は

０ ％ （ 平 年 ： 発 生 ほ 場 率 28％ 、 生 息 葉 率 10.8％ ） で あ っ た 。  

    ③  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  

    ②  薬 剤 散 布 に あ た っ て は 薬 液 が 葉 裏 に 十 分 か か る よ う に 行 う 。  

  

 ３ ． ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 71％ （ 平 年 55

％ ） 、 生 息 葉 率 は 6.9％ （ 平 年 14.9％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  促 成 栽 培 ナ ス 等 の 育 苗 は 発 生 ほ 場 の 近 く で 行 わ な い 。 ま た 、 施 設 の 開 口

部 に 防 虫 ネ ッ ト を 展 張 し 、 成 虫 の 飛 び 込 み を 防 ぐ 。  

    ②  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  



    ③  発 生 が 多 い 場 合 は ４ ～ ５ 日 間 隔 で ２ 回 以 上 、 薬 剤 を 散 布 す る 。  

 

 ４ ． ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ： 発

生 ほ 場 率 １ ％ 、 生 息 葉 率 0.1％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に 準 ず る 。  

    ②  イ チ ゴ で は ミ ツ バ チ の 導 入 前 に 徹 底 防 除 を 行 う 。  

 

 ５ ． シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 33％ （ 平 年

23％ ） 、 生 息 株 率 は 5.6％ （ 平 年 5.6％ ） で あ っ た 。  

    ②  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 12 頭

（ 平 年 44.1 頭 ） 、 御 坊 市 35 頭 （ 平 年 59.9 頭 ） 、 印 南 町 ０ 頭 （ 平 年 9.1

頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  幼 虫 が 中 ～ 老 齢 期 に な る と 薬 剤 感 受 性 が 著 し く 低 下 す る の で 、 若 齢 期

（ ふ 化 幼 虫 の 集 団 の 食 害 に よ る 白 変 葉 が み ら れ た と き ） の 防 除 を 心 が け

る 。  

    ②  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  

 

 ６ ． ハ ス モ ン ヨ ト ウ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 14％ （ 平 年 14

％ ） 、 生 息 葉 率 は 0.6％ （ 平 年 0.7％ ） で あ っ た 。  

    ②  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 11％ （ 平 年

23％ ） 、 生 息 株 率 は 2.2％ （ 平 年 3.1％ ） で あ っ た 。  

    ③  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 621 頭

（ 平 年 440.9 頭 ） 、 和 歌 山 市 1,633 頭 （ 平 年 1,277.1 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ に 準 ず る 。  

 

 ７ ． オ オ タ バ コ ガ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る ９ 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年

： 発 生 ほ 場 率 13％ 、 生 息 株 率 2.3％ ） で あ っ た 。  

    ②  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 17 頭

（ 平 年 20.2 頭 ） 、 御 坊 市 ０ 頭 （ 平 年 2.9 頭 ） 、 印 南 町 ０ 頭 （ 平 年 4.2

頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  幼 虫 が 中 ～ 老 齢 期 に な る と 薬 剤 感 受 性 が 著 し く 低 下 す る の で 、 若 齢 期 の

防 除 を 心 が け る 。  

 

 

Ⅱ．果  樹  



 

＜カンキツ＞ 

 １ ． 果 実 腐 敗 病 （ 緑 か び 病 、 青 か び 病 ）  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  10 月の気象予報による。 

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  樹 上 の 発 病 果 や 、 こ れ に 接 触 し て い る 果 実 は 速 や か に 除 去 す る 。  

    ②  収 穫 前 の 薬 剤 散 布 を 励 行 す る 。  

③  果 実 は 丁 寧 に 取 り 扱 い 、 果 面 に 傷 を つ け な い 。  

 

 ２ ． ミ カ ン ハ ダ ニ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  予察ほ場（有 田 川 町 奥 ） に お け る ９ 月 中 旬 の 100 葉 あ た り 雌 成 虫 数 は 、

無 防 除 区 ０ 頭 （ 平 年 0.1 頭 ） 、 慣 行 防 除 区 ０ 頭 （ 平 年 ０ 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ほ 場 内 を 観 察 し 、 発 生 の 増 加 が み ら れ る 場 合 は 薬 剤 散 布 を 行 う 。 特 に 、

     ９ 月 に 防 除 し て い な い ほ 場 で は 発 生 に 注 意 す る 。  

    ②  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 年 間 に ２ 回 以 上 使

     用 し な い 。  

 

＜カ キ＞  
 １ ． 炭 疽 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 「 富 有 」 に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 35％ （ 平 年 23  

     ％ ） 、 発 病 果 率 は 3.2％ （ 平 年 1.0％ ） で あ っ た 。  

    ②  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  発 病 果 は 伝 染 源 に な る た め 、 ほ 場 内 を 巡 回 し 、 発 病 果 を 速 や か に 除 去 し

     て 土 中 に 埋 め る 。  

    ②  発 病 果 が み ら れ る ほ 場 や 降 雨 が 続 く 場 合 は 薬 剤 防 除 を 行 う 。 ま た 、 台 風

     が 接 近 す る 場 合 は 事 前 に 薬 剤 を 散 布 し 、 で き な か っ た 場 合 は 台 風 通 過 後 速

     や か に 散 布 す る 。  

    ③  薬 剤 防 除 は 、 耐 性 菌 対 策 と し て 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い よ う に 注 意

     す る 。  

    ④  軟 弱 徒 長 し た 枝 が 増 え な い よ う に 施 肥 に よ る 窒 素 過 多 に 注 意 す る と と も

に 、 強 剪 定 を 控 え る 。 冬 季 の 剪 定 時 に 病 斑 を 形 成 し た 枝 を 除 去 す る 。  

    ⑤  排 水 不 良 ほ 場 、 密 植 で 通 風 の 悪 い ほ 場 は 発 病 し や す い た め 、 ほ 場 内 の 環

     境 改 善 に 努 め る 。  

 

 ２ ． う ど ん こ 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 「 富 有 」 に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 59％ （ 平 年 68  

     ％ ） 、 発 病 葉 率 は 9.1％ （ 平 年 11.6％ ） で あ っ た 。   

    ②  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  病 原 菌 は 葉 裏 の 気 孔 か ら 侵 入 す る の で 、 葉 裏 に 丁 寧 に 薬 液 を 散 布 す る 。  

    ②  秋 季 に な り 気 温 が 低 下 す る と 再 び 病 勢 が 増 す の で 、 二 次 伝 染 防 止 に 努 め



     る 。  

 

 ３ ． 円 星 落 葉 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 「 富 有 」 に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ７ ％ ） 、

     発 病 葉 率 は ０ ％ （ 平 年 0.2％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  樹 勢 が 低 下 す る と 発 病 が 助 長 さ れ る た め 、 適 切 な 肥 培 管 理 や 水 分 管 理 を

心 が け 樹 勢 維 持 に 努 め る 。  

 

 ４ ． 角 斑 落 葉 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 「 富 有 」 に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 47％ （ 平 年 33  

     ％ ） 、 発 病 葉 率 は 9.8％ （ 平 年 3.4％ ） で あ っ た 。  

    ②  10 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  樹 勢 が 低 下 す る と 発 病 が 助 長 さ れ る た め 、 適 切 な 肥 培 管 理 や 水 分 管 理 を

心 が け 樹 勢 維 持 に 努 め る 。  

 

 ５ ． フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 「 富 有 」 に お け る ９ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 41％ （ 平 年 74  

     ％ ） 、 寄 生 果 率 は 3.8％ （ 平 年 10.2％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  主 に 果 実 と へ た の 間 隙 部 に 寄 生 し て い る の で 、 薬 液 が こ の 部 分 に か か る

よ う に 丁 寧 に 散 布 す る 。  

 

＜果樹全般＞  

 １ ． カ メ ム シ 類  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ９ 月 中 旬 の カ キ の 被 害 果 率 は 、 「 富 有 」 で 1.1％  

     平 年 6.0％ ） 、 「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 で ０ ％ （ 平 年 1.0％ ） で あ っ  

     た 。  

    ②  紀 の 川 市 粉 河 の 予 察 灯 に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ

メ ム シ が 351 頭 （ 平 年 489 頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 101 頭 （ 平 年 259

頭 ） で あ っ た 。  

    ③  有 田 川 町 奥 の 予 察 灯 に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ

     ム シ が 102 頭 （ 過 去 ７ 年 の 平 均 467 頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ 59 頭 （ 同 272 

頭 ） で あ っ た 。  

    ④  み な べ 町 東 本 庄 の 予 察 灯 に よ る ９ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ

     カ メ ム シ が 1,342 頭 （ 平 年 4,677 頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 2,237 頭 （ 平

     年 2,676 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  果 樹 カ メ ム シ 類 の 飛 来 時 期 ・ 量 は ほ 場 間 差 が 大 き く 、 特 に 山 林 隣 接 ほ 場

で は 早 く か ら 被 害 が 出 や す い 。  

    ②  ほ 場 内 で の 発 生 及 び 被 害 状 況 を よ く 観 察 し 、 防 除 は 発 生 に 応 じ て 早 め に

行 う 。  

    ③  カ キ で は 「 富 有 」 、 カ ン キ ツ で は 収 穫 時 期 の 早 い 極 早 生 品 種 で 被 害 が 大



     き い た め 発 生 に 注 意 す る 。  

    ④  台 風 通 過 後 や 強 風 後 に 一 時 的 に 飛 来 が 多 く な る こ と が あ る の で 、 ほ 場 内

で の 発 生 に 注 意 す る 。  

    ⑤  今 後 の 発 生 動 向 に つ い て は 、 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ 内 農

     作 物 病 害 虫 防 除 所 の 果 樹 カ メ ム シ 情 報 や 、 各 地 域 の 振 興 局 農 業 水 産 振 興  

     課 、 Ｊ Ａ 等 の 情 報 を 参 考 に す る 。  

 

 

  本 情 報 は 、 下 記 の 方 法 で も ご 覧 頂 け ま す 。  

 ○ 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ    <農 作 物 病 害 虫 防 除 所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/ 

        boujyosyo-yosatsujyouhou.html 

 ○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ    <わ か や ま 県 政 ニ ュ ー ス > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/ 

 

 ※ 詳 し く は 、 農 作 物 病 害 虫 防 除 所 の 各 担 当 ま で お 願 い し ま す 。  

   水 稲 、 野 菜 、 花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL  07 36-6 4-23 00 

   カ ン キ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL  07 37-5 2-43 20 

   カ キ 、 モ モ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 07 36-7 3-22 74 

   ウ メ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL  07 39-7 4-37 80 

 


